
 

    南条小学校だより　  

 教育目標　 ともに学び、豊かな心で未来を切り拓く子の育成 

　 　 南条っ子は　 進んで学ぶ子　 　 　 　 　   
　 　 　 　 　 　 　 　 思いやりのある子          　 　 　 　 　 　 令和７年６月20日発行 

　 　 　 　 　 　 　 　 力いっぱいやりぬく子       　       　 　 　 　 　 　 第４号 

　 　 　 　 恵みの雨と太陽にはぐくまれて 

　 学校菜園では、南条っ子が大事に育てているミニトマトがかわ
いらしい実をつけ始めました。なすやきゅうりも暑さに負けず、
鮮やかな色の花を咲かせています。 

　5月は、交通安全教室（歩行、自転車）や火災を想定した避難訓練など、児
童が自分の命を守るために欠かすことのできない学習を行いました。教職員
を含めた参加者全員が、安全や防災への意識を高めることができました。 

　6月４日（水）には、南条郡小中学校連合音楽会が開催されました。今年度
から、町内5年生（複式学級の場合は6年生を含む学校もある）全員が音楽の
授業の成果発表として合同合唱を発表することになりました。5月に1度合同

練習会を行い、当日の発表を迎えました。歌に込めら
れた気持ちを時に優しく、時に力強く歌いあげ、会場
に心を届けるすてきな発表になりました。また、中学
生や地元アーティストの演奏にじっと耳を澄ませ、拍
手を送る様子からも「歌はともだち」のテーマにふさ
わしい充実した活動であったことがうかがえます。 

　1学期も残り1ヶ月です。校外学習や他校との交流学習も始まっています。
学習は日々本番です。暑さに負けず、力をつけていきましょう。 

 

○熱心なPTA活動をありがとうございます 

　6月８日（日）、１４日（土）のPTA奉仕作業には、多くの保護者の
方々にご参加いただきました。溝掃除、草刈り、トイレ磨き、エアコン清
掃など、児童と職員では難しい作業を実施していただき、気持ちの良
い、整った環境にすることができました。 
　 広報委員会では、現在、7月のPTAだより発行に向けて準備が進められています。 
　 校外安全委員会では、通学時の安全確認や指導を行いました。ミラー設置等につ
きましては、町教育委員会を通じて要望書を提出いたしました。 
　このように、本校は保護者の皆様のご協力により、安全安心で過ごしやすい環境が
維持されています。心より感謝申し上げます。 

○体力の向上と運動の習慣化を目指して 

　 本校は、業間（10:15～10:35）のうち週に2回、持久走
（マラソン）を実施しています。低学年、中学年はそれぞれ
グラウンドに周回コースを設け、5分間での周数を競ってい
ます。高学年は、学年相当の運動量を確保するために19日
（木）から学校外に新たなコースを設け、実施を始めました。日野の集落に向かって、
田んぼに囲まれた農道を元気に走り抜ける高学年の姿は頼もしい限りです。暑い日
でしたが、時折さわやかな風が吹き、子どもたちは気持ちよく完走できました。 
　 小学生、中学生の時につけた体力・気力は一生の基礎体力・気力につながります。
自分に合った目標を決め、達成できるように頑張ってほしいと願っています。我々教職
員も、子どもたちの安全面に気を配りながら、南条っ子とともに走り、汗をかき、頑張
りを間近で見守っていきます。マラソン中は、地域のみなさまの通行にご迷惑がかか
ることもあるかと思いますが、温かく見守っていただけると幸いです。 
　  

○南条っ子の力をさらに伸ばすために　  

　学力向上を目指して、本校の教職員は、1年間、共通の研究主題に基づく授業づく
りを行っていきます。 

  　令和７年度 　 　 研究主題 

 　  「自らの個性を発揮し、ともに学び合う子どもの育成」 

 ～言語活動を通して、主体的に思考し表現する授業づくり～

　子どもたち一人一人が持っている良いところを生かし、児童
同士が話し合ったり教え合ったりして、「わかった！」「でき
た！」を実感できるようにしていきます。 

　今年度は、道徳科を重点教科にして取り組みます。教員は、
子どもたちの気持ちや考えをよく聞き、そのよさを認め、友だ

ちと比べたり、共通点を見つけたりしながら、子ども自らが「ねらい（その
時間に養う道徳性）」にたどりつくような授業を目指していきます。 

　午後3時と４時には、校長室の外からにぎやかな声が聞こえてきます。そっとのぞ
くと、「さようなら！」「今日、遊ぼっさ！」。見送る教職員の手にパチンとタッチし
ていく子らもいます。どの子も心なしか登校時より元気です。朝、子どもたちが元気
に登校することもうれしいものですが、下校時の子どもたちの笑顔もとてもうれしい
ものです。子どもたちは、1日元気に学校生活を送った充実感、家に

帰ることができる安心感の両方に満ちているからでしょう。友だちと
けんかをしても、勉強が難しくてちょっと苦しくても、1日の最後は
自分を１番大事に思ってくれる家族のもとで過ごせるからでしょう。
温かな家庭があっての下校時の子どもたちの笑顔なのですね。


